
13  　

ま
え
が
き

ロ
シ
ア
演
劇
界
の
ス
タ
ー
、
チ
ュ
ル
パ
ン
・
ハ
マ
ー
ト
ワ
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
っ
た
二
〇
二
二

年
二
月
二
四
日
の
晩
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
新
リ
ガ
劇
場
芸
術
監
督
ア
ル
ヴ
ィ
ス
・
ヘ
ル
マ
ニ
ス
に
電
話
を
し
て
、「
私
に
で
き

る
仕
事
は
な
い
か
」
と
尋
ね
た
。「
自
分
の
祖
国
が
仕
出
か
し
た
こ
と
に
対
し
、
黙
っ
た
ま
ま
、
自
分
の
態
度
を
表
明
し
な

い
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
戦
争
反
対
を
行
動
で
示
す
こ
と
を
決
意
し
た
と
い
う）

1
（

。
三
月
に
入
る
と
、
ハ
マ
ー
ト
ワ
が

ロ
シ
ア
を
去
っ
た
と
い
う
報
道
が
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
し
た
。
ヘ
ル
マ
ニ
ス
は
モ
ス
ク
ワ
の
諸
民
族
劇
場
で
ハ
マ
ー
ト
ワ
と
仕

事
し
た
経
験
を
も
ち
、『
シ
ュ
ク
シ
ン
の
物
語
』（
二
〇
〇
八
年
初
演
）
と
『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
』（
二
〇
二
〇
年
初
演
）
は
と

も
に
好
評
を
博
し
、『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
』
は
二
〇
二
〇
年
度
の
黄
金
の
仮
面
演
劇
祭
で
最
優
秀
作
品
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ

た
。
ヘ
ル
マ
ニ
ス
は
ハ
マ
ー
ト
ワ
の
願
い
に
応
え
て
、
三
月
二
一
日
、「
ま
も
な
く
彼
女
は
私
た
ち
の
劇
場
の
芝
居
に
出
る

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
初
め
の
段
階
で
は
、
ロ
シ
ア
語
で）

2
（

」
と
公
に
表
明
し
た
。
六
月
一
五
〜
一
九
日
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
新
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リ
ガ
劇
場
で
ハ
マ
ー
ト
ワ
主
演
の
一
人
芝
居
『
追
伸
』（Post Scriptum

）
の
上
演
が
実
現
す
る
。
芝
居
は
ロ
シ
ア
語
で
演

じ
ら
れ
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
語
の
字
幕
が
つ
い
た
。

『
追
伸
』
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
『
悪
霊
』
の
な
か
の
一
章
「
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
の
告
白
―
―
チ
ホ
ン
の
も
と
に
て
」
と
、

チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
や
プ
ー
チ
ン
に
関
す
る
著
書
で
知
ら
れ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ア
ン
ナ
・
ポ
リ
ト
コ
フ
ス
カ
ヤ
の
著
作
の

二
つ
を
基
に
し
た
芝
居
で
あ
る
。
ハ
マ
ー
ト
ワ
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
武
装
集
団
に
よ
る
「
劇
場
占
拠
事
件
」（
二
〇
〇
二
年
）

で
夫
と
息
子
を
亡
く
し
た
教
師
ナ
ー
ジ
ャ
の
役
を
演
じ
た
。
ポ
リ
ト
コ
フ
ス
カ
ヤ
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
武
装
勢
力
か
ら
の
依
頼
で

当
局
と
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
の
仲
介
役
と
し
て
人
質
解
放
の
交
渉
に
加
わ
っ
て
お
り
、
ナ
ー
ジ
ャ
の
モ
デ
ル
は
ポ
リ
ト
コ
フ
ス

カ
ヤ
の
報
告
に
出
て
く
る
女
性
の
一
人
で
あ
る
。
ハ
マ
ー
ト
ワ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
テ
ロ
が
起
こ
っ
た
二
〇
年
前
に
ロ
シ
ア
は

狂
っ
た
。「
い
ま
芝
居
を
準
備
し
な
が
ら
、
私
は
ア
ン
ナ
・
ポ
リ
ト
コ
フ
ス
カ
ヤ
の
テ
ク
ス
ト
を
注
意
深
く
読
ん
で
み
ま
し

た
が
、
彼
女
が
二
〇
年
前
に
社
会
と
権
力
に
下
し
た
診
断
は
す
べ
て
正
し
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
私
の
考
え
で
は
、

ロ
シ
ア
は
二
〇
年
前
に
狂
っ
た
の
で
す）

3
（

」。〈
狂
っ
た
ロ
シ
ア
〉
は
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
で
あ
る
。『
悪
霊
』
の
主
人
公
ニ
コ
ラ

イ
・
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
は
一
〇
歳
の
少
女
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
ャ
を
強
姦
し
て
死
に
追
い
や
っ
た
こ
と
を
チ
ホ
ン
僧
正
に
懺
悔
す

る
た
め
、
僧
正
の
庵
室
を
訪
れ
る
。
し
か
し
、
チ
ホ
ン
僧
正
は
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
が
公
表
す
る
と
い
う
告
白
文
を
読
ん
で
彼

と
語
る
う
ち
に
、
結
局
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
に
は
懺
悔
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
察
し
、
恐
怖
に
捉
え
ら
れ
て
叫
ぶ
。「
あ
な

た
は
逃
げ
道
を
求
め
て
、
新
た
な
犯
罪
に
突
き
進
む
で
し
ょ
う
。
そ
の
文
書
の
公
表
を
逃
れ
る
だ
け
の
た
め
に
！
」
ロ
シ
ア

は
、
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
の
よ
う
に
、
前
の
戦
争
を
悔
い
改
め
な
い
で
済
む
よ
う
に
新
し
い
戦
争
を
起
こ
し
て
い
る
の
だ
、
と

ハ
マ
ー
ト
ワ
は
プ
ー
チ
ン
体
制
下
の
ロ
シ
ア
を
批
判
す
る
。『
追
伸
』
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
に
亡
命
し
た
ロ
シ
ア
の
演
劇

人
が
創
造
し
た
初
め
て
の
〈
亡
命
演
劇
〉
だ
っ
た
。
ハ
マ
ー
ト
ワ
は
『
追
伸
』
の
演
技
に
よ
っ
て
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
演
劇
賞

「
役
者
た
ち
の
夜
」
の
年
間
最
優
秀
女
優
賞
を
受
賞
し
た
。
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、
多
く
の
演
劇
人
が
ロ
シ
ア
を
離
れ
た
。
な
か
に
は
現
代
ロ
シ
ア
演
劇
を
牽
引
し
て
き
た
巨
匠
た
ち

の
名
前
も
含
ま
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
ハ
マ
ー
ト
ワ
と
同
様
、
自
ら
の
立
場
を
表
明
す
る
た
め
祖
国
を
離
れ
、
国
外
に
活
動

の
場
を
求
め
た
。
し
か
し
、〈
侵
略
国
〉
と
さ
れ
る
ロ
シ
ア
の
芸
術
家
た
ち
は
西
欧
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
当
初
、
欧
米
で
は
ロ
シ
ア
文
化
の
排
斥
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
省
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
バ
ル
ト
三
国
の
文
化
省
に
対
し
、
ロ
シ
ア
の
文
化
機
関
と
の
協
力
を
停
止
す
る
よ
う
求
め
、
欧
米
の

劇
場
の
な
か
に
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
客
演
を
中
止
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
開
始
さ
れ
た
当

日
、
ミ
ラ
ノ
・
ス
カ
ラ
座
は
世
界
的
な
指
揮
者
で
あ
る
マ
リ
イ
ン
ス
キ
イ
劇
場
芸
術
監
督
ヴ
ァ
レ
リ
イ
・
ゲ
ー
ル
ギ
エ
フ
に

対
し
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
反
対
す
べ
き
で
あ
り
、
さ
も
な
け
れ
ば
協
力
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
宣
告
し
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
へ
の
反
対
を
表
明
し
な
か
っ
た
ゲ
ー
ル
ギ
エ
フ
と
の
公
演
契
約
を
解
除
し
た
。
世
界
各
地
の
劇
場
が
同
様
の
措
置

を
取
っ
た
。
二
月
二
五
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ホ
ー
ル
で
の
公
演
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
、
三
月
一
日
に
は

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
交
響
楽
団
首
席
演
出
家
兼
芸
術
監
督
の
職
を
解
任
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
措
置
は
ゲ
ー
ル
ギ
エ
フ
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
二
月
二
五
日
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
国
立
オ
ペ
ラ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

を
批
判
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
み
協
力
す
る
と
表
明
し
、
ロ
ン
ド
ン
王
立
劇
場
コ
ベ
ン
ト
ガ
ー
デ
ン
は
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場

の
夏
の
公
演
を
中
止
し
た
。
二
月
二
八
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
オ
ペ
ラ
劇
場
は
ア
ン
ナ
・
ネ
ト
レ
プ

コ
主
演
で
上
演
さ
れ
る
予
定
の
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
『
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
』
を
代
役
に
よ
っ
て
上
演
し
た
。
三
月
四
日
、

パ
リ
国
立
オ
ペ
ラ
は
「
公
に
体
制
支
持
を
表
明
す
る
」
ロ
シ
ア
の
文
化
施
設
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
協
力
を
停
止
す
る
と
宣

言
し
た
…
…
。

音
楽
や
バ
レ
エ
の
ジ
ャ
ン
ル
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
マ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
同
様
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
二
月
二
八
日
、
ロ
シ
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ア
演
劇
人
同
盟
が
主
催
す
る
黄
金
の
仮
面
演
劇
祭
・
二
〇
二
二
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
西
欧
の
演
出
家
た
ち
が
拒

否
し
た
。
三
月
一
日
、
ワ
フ
タ
ン
ゴ
フ
劇
場
の
エ
ス
ト
ニ
ア
と
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
で
の
公
演
の
中
止
が
決
ま
り
、
三
月
一
一
日
に

は
ワ
フ
タ
ン
ゴ
フ
劇
場
の
四
月
の
イ
ス
ラ
エ
ル
公
演
の
中
止
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ク
フ
の
ス
タ
ー
ル
イ
劇
場
で
は

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ボ
ゴ
モ
ー
ロ
フ
演
出
の
チ
ェ
ー
ホ
フ
作
『
プ
ラ
ト
ー
ノ
フ
』
が
レ
パ
ー
ト
リ
ー
か
ら
外
さ
れ
た
…
…
。

こ
う
し
た
状
況
に
ロ
シ
ア
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
西
欧
で
は
ロ
シ
ア
文
化
が
排
斥
さ
れ
て
い
る
、
と
過
敏
な
反
応
を
示
し

た
。
現
代
ロ
シ
ア
演
劇
を
牽
引
し
て
き
た
演
出
家
た
ち
が
亡
命
す
る
な
か
ロ
シ
ア
に
留
ま
り
、
今
や
演
劇
界
を
リ
ー
ド
す
る

存
在
と
な
っ
た
ブ
ロ
ン
ナ
ヤ
劇
場
芸
術
監
督
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ボ
ゴ
モ
ー
ロ
フ
は
、
ロ
シ
ア
文
化
排
斥
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
文
化
の
〈
排
斥
〉
や
文
化
人
の
〈
排
除
〉
に
つ
い
て
言
え
ば
、
生
き
て
い
る
人
で
あ
れ
亡
く
な
っ

て
い
る
人
で
あ
れ
、
誰
か
を
排
除
す
る
よ
う
な
人
た
ち
は
、
彼
ら
自
身
を
含
ん
だ
彼
ら
の
社
会
を
育
ん
で
い
る
美
し
い
も
の

を
排
除
し
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
何
か
奇
妙
な
自
己
去
勢
で
あ
り
自
損
行
為
だ
。〔
…
…
〕
ど
こ
か
の
愚
か
者
が
ロ
シ
ア
に

対
す
る
嫌
悪
感
が
高
じ
て
自
分
の
生
活
か
ら
そ
の
す
べ
て
を
抹
消
し
よ
う
と
し
て
も
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
や
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
イ
、

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
は
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い）

4
（

」。

し
か
し
、
欧
米
の
大
方
の
芸
術
家
た
ち
の
対
応
は
も
う
少
し
理
性
的
だ
っ
た
。
演
劇
評
論
家
で
「
テ
ア
ト
ル
」
誌
の
編
集

長
で
あ
る
マ
リ
ー
ナ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
ワ
は
リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
次
の
よ
う
に
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。「
ロ
シ
ア
文
化
そ
の
も
の
の

禁
止
は
何
ら
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
も
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
も
、
誰
も
排
斥
し
た
り
は
し
な
い
。〔
…
…
〕

排
斥
さ
れ
て
い
る
の
は
ロ
シ
ア
文
化
で
は
な
く
、
第
一
に
対
敵
協
力
者
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
文
化
の
活
動
家
の
な
か
の
沈
黙
す

る
協
調
主
義
者
た
ち
で
あ
る）

5
（

」。
ダ
ヴ
ィ
ド
ワ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
西
欧
の
各
劇
場
が
表
明
し
て
い
る
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
支
持
す
る
劇
場
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
は
共
に
仕
事
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

確
か
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
過
激
な
活
動
家
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
反
対
し
て
亡
命
し
た
ロ
シ
ア
人
芸
術
家
の
芝
居
の
上
演
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の
禁
止
を
求
め
る
事
例
も
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
亡
命
し
た
演
出
家
キ
リ
ー
ル
・
セ
レ
ブ
レ
ン
ニ
コ
フ
が
、
二
〇
二
二
年

七
月
七
日
、
第
七
六
回
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
演
劇
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
作
品
と
し
て
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
『
黒
衣
の
僧
』
を
上
演
し
よ

う
と
し
た
と
き
、
会
場
と
な
る
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
旧
教
皇
庁
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
活
動
家
た
ち
が
押
し
か
け
、「
ロ
シ
ア
文
化
は

人
殺
し
の
文
化
だ
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
上
演
反
対
を
訴
え
た
。
ま
た
、
セ
レ
ブ
レ
ン
ニ
コ
フ
が
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
タ
リ
ア

劇
場
で
ゴ
ー
ゴ
リ
の
『
ヴ
ィ
イ
』
を
上
演
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
は
、
や
は
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
活
動
家
た
ち
が
劇
場
前
で
上

演
反
対
の
集
会
を
行
な
い
、「
劇
場
に
ロ
シ
ア
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
広
が
っ
て
い
る
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
て
い

た
。
セ
レ
ブ
レ
ン
ニ
コ
フ
を
初
め
、
芝
居
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
は
殺
害
の
脅
し
を
受
け
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
両
ケ
ー

ス
と
も
演
劇
祭
主
宰
者
と
劇
場
の
判
断
で
共
に
上
演
は
中
止
さ
れ
な
か
っ
た
。

や
は
り
亡
命
し
た
演
出
家
ド
ミ
ト
リ
イ
・
ク
ル
ィ
ー
モ
フ
も
ま
た
、
二
〇
二
四
年
九
月
に
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
国
立
劇
場
で
予
定

し
て
い
た
自
身
の
作
・
演
出
に
よ
る
『
狂
人
た
ち
の
日
記
』
の
上
演
が
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
〈
ロ
シ
ア
語
〉
だ
っ
た
。
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
国
立
劇
場
の
支
配
人
マ
リ
ス
・
ヴ
ィ
ト
ル
ス
は
「
血
塗
ら
れ
た
プ
ー
チ
ン

体
制
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
戦
争
を
ロ
シ
ア
が
続
け
て
い
る
と
き
、
国
立
劇
場
の
舞
台
は
ロ
シ
ア
語

の
芝
居
に
相
応
し
い
場
所
で
は
な
い）

6
（

」
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
戦
争
が
終
結
す
る
ま
で
国
立
劇
場
に
お
け
る
ロ
シ
ア
語

の
芝
居
の
上
演
に
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
ク
ル
ィ
ー
モ
フ
の
場
合
も
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
リ
ガ
の
他
の
劇
場

で
上
演
が
実
現
し
て
い
る
。

欧
米
諸
国
の
劇
場
が
ロ
シ
ア
の
亡
命
演
劇
人
た
ち
に
扉
を
閉
ざ
す
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
文
化
の

排
斥
は
祖
国
ロ
シ
ア
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
戦
争
に
反
対
し
て
亡
命
し
た
演
劇
人
た
ち
の
作
品
が
ロ
シ
ア
の
劇
場
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
か
ら
次
々
に
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
芝
居
の
上
演
や
芸
術
家
の
活
動
を
禁
止
す
る
の
は
独
裁
国

家
の
手
法
で
あ
る
。
欧
米
の
演
劇
人
た
ち
の
多
く
は
「
ク
レ
ム
リ
ン
の
政
策
を
理
由
に
ロ
シ
ア
文
化
を
排
斥
す
べ
き
で
は
な
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」
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

国
外
に
活
動
の
場
を
求
め
た
亡
命
演
劇
人
た
ち
は
活
発
な
創
作
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
活
動
の
場
は
リ
ト
ア
ニ
ア
、

ラ
ト
ヴ
ィ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
バ
ル
ト
三
国
を
初
め
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ト

ル
コ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
…
…
な
ど
、
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
。

一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
と
そ
れ
に
続
く
内
戦
に
よ
り
多
く
の
知
識
人
や
芸
術
家
が
亡
命
し
た
。
彼
ら
の
文
学
や
音
楽
、

絵
画
は
、
母
国
ロ
シ
ア
の
文
化
の
伝
統
が
亡
命
先
の
文
化
と
結
び
あ
っ
て
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
。
二
〇
世
紀
の
ロ
シ
ア
文

化
は
こ
の
〈
亡
命
文
化
〉
な
く
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
〇
二
二
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
ま
た
多
く
の
知
識
人
や

芸
術
家
の
亡
命
者
を
生
み
出
し
た
。
二
一
世
紀
の
ロ
シ
ア
文
化
の
全
体
像
は
、
亡
命
者
た
ち
の
活
動
を
抜
き
に
し
て
は
捉
え

る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
演
劇
界
に
お
い
て
も
多
く
の
演
劇
人
た
ち
が
ロ
シ
ア
を
捨
て
、
国
外
に
活
動
の
場
を
求

め
て
い
る
。
彼
ら
は
す
で
に
多
く
の
作
品
を
世
に
出
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
〈
亡
命
演
劇
〉
が
ロ
シ
ア
演
劇
の
重
要
な
領

域
に
な
る
に
違
い
な
い
。
本
書
で
は
、
亡
命
演
劇
人
た
ち
が
創
造
し
た
〈
亡
命
演
劇
〉
に
つ
い
て
論
じ
る
と
と
も
に
、
彼
ら

の
活
動
が
ロ
シ
ア
国
内
の
演
劇
状
況
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。


